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設立趣意書設立趣意書設立趣意書設立趣意書    
 
 

「自転車は人生を広める！！」 

楽しさを一人でも多くの人に… 

 

 

サイクリングは人生の楽しみを創造できるスポーツです。年齢も時季も関係なく 

誰でも楽しめます。家を一歩出ればそこから全てがフィールドであり、様々な楽 

しみを自分で創造していける生涯スポーツなのです。私たちはこの素晴らしい 

楽しみをより多くの方々に広めて行きたく思っています。 

 

かつて経験したことのない場所を訪れて見聞を広げると共に、人々との触れ合 

いを深めようとするアドベンチャーサイクリングと、その自転車の楽しさを多くの 

人に伝えていくことや心身のハンディなどで自転車との関わりが持ちにくかった 

方々に安全にサイクリングができるように協力したり、緊急時の支援に献身し 

ようというボランティアサイクリングを両立させることこそが、サイクリストとして 

の理想でありとても大切なことではないかと考えています。 

 

さらに自転車を通じた活動の輪を広げ、社会に貢献できる活動をしたいといっ 

た観点からいくつかの具体的な活動指針を事業計画（会則参照）として掲げ、 

それらを実現していくために、今般「サイクルボランティア・ジャパン」（ＣＶＪ）と 

いう名の「任意団体」（以下「会」と表記する）を設立しました。 

 

事業計画に掲げた一つひとつのサイクルボランティア活動を積み重ねることに 

よって「他人を思いやるよりよい社会の構築」。また、国内だけでなく多くの国々 

の人々へのさまざまな働きかけ（受け入れ、自転車の寄贈、海外ツーリングの 

実施、海外サイクリスト団体との交流）を通して「より平和で友好的な国際交流 

が深まっていく」ような役割を少しでも果たしていければと考えております。 

 

私たちは自転車を通じた活動によって社会貢献を目指します。     

こうした趣旨や内容について御理解をいただき、「会」への入会をはじめ、 

あたたかい御支援・御協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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＜会の発足＞ 

発起人3名のこれまでの自転車体験をベースに、「サイクリングの楽しさをより多くの人に伝えた

い」「サイクリストとして、他人を思いやる心を大切に社会的なボランティア活動をしたい」「こうし

た趣旨に共感していただける人々と協力しながら全国で活動をしたい」といった思いが重なり  

「会」を設立して活動ができればと考えました。 

＜発起人＞ 

・ 竹沢荘一（国際特許事務所所長・海外ツーリング歴６０数回） 

・ 大島政広（「障害」児指導員・海外ツーリング歴１０数回） 

・ 瀬戸圭祐（世界５大山脈自転車縦走・自転車/アウトドア関連著書多数） 

＜活動の特徴＞ 

「自らが楽しむための団体」ではなく「その楽しみを広げるための活動」また「自転車を通じての

社会的な貢献」といったことに主眼をおいて活動を進めていければと考えています。 

＜自転車に関連する他の諸団体との関係＞ 

海外サイクリングに関する優れた情報を提供するとか、海外からのサイクリストのための英文で

の情報提供や宿泊受け入れ支援を行う等といった様々な活動をする団体が現在ありますが、

活動を進めるに際し、趣旨を理解しあえる団体及び個人とも交流や親睦を図りつつ、必要に応

じて協力して事業を行いたく思います。 

＜サイクリングやツーリングを楽しむ方々への情報提供＞ 

自転車に関連する他の諸団体と連携をとりつつ、より役に立つ情報提供を充実させて行きたく

思っています。また、この「会」が将来充実・発展した段階では「会」の基金を活用して海外の団

体やサイクリストとの交流や活動支援などさまざまな援助ができればと考えています。 

＜災害や非常時などの活動＞ 

災害時の交通や物流、通信などの混乱の対処に役立てるよう、援助活動に自転車を活用して

関わって行ければと考えております。 

＜国内外における青少年の育成支援＞ 

サイクリングを楽しむ機会の少ない国や地域の多くの国々では生活必需品として自転車が活用

されています。このような地域や国々の青少年にツーリング体験やサイクリングの楽しみを伝え

るような活動できればと考えています。こうした積み重ねがそれらの国や地域で自転車旅行につ

いての理解へとつながり、より平和で友好的なサイクリングを通しての国際交流が深められるこ

とに結びついていくのだと考えています。 

＜趣旨を理解しあえる団体/個人＞ 

自転車に関連する他の諸団体、「障害」者（児）・交通遺児などを支援するボランティア組織他、

個人や団体及び企業を問わず必要に応じて協力しながら事業を進めて行きたく考えています。 

＜当面の具体的活動＞ 

①「しまなみ海道サイクリング」 

心身にハンディのある方々とともに、バスをチャーターし、現地でレンタサイクルを借りて2年計画

で本州→四国走破を完成させるツーリングの第１回目を７月に実施します。 

②必要に応じ会の「ＮＰＯ」化をめざし､社会的な認知を高めて行きたく思います。 

③会のロゴマーク他、各種グッズ類（Tｼｬﾂ、ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ、帽子、旗など）の製作を行います。 

④会のHPを立ち上げ情報発信を開始するとともに、趣旨を理解しあえる国内外の団体や個人

などのHPとのリンクを図って行きます。 


